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4 一 親交 の 徳 
人 @ 親孝行 の 徳 : 


1 一節 記 の アッ ラー は こう 作ら れ ま し た 、- 

そし て あな た の 主 は 、 あ な た 方 が か れ 以外 の 何 も の も 代 拝 せ ず 、 両 親 に 震 行 
する こと を 命じ られ た 。 彼 ら の 内 片方 、 あ る い は 2 人 と も 高齢 に 達し た ら 、 

うん ざり し た り 知 虹 に 応対 し た り し て は な ら な い 。 し か し 彼ら に いた わり の 
言葉 を か け て や る の だ 。 そ し て 彼ら に 慎み 深 さ の 翼 を 垂れ 、 こ 2 う 言う の だ : 
「 主 よ 、 彼 ら が 幼かっ た 私 を (優し くい た わっ て ) 育て て くれ た よう に 、 彼 
ら に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。」 あ な た 方 の 主 は 、 あ な た 方 の 心 の 内 に ある も 
の を ご 存 知 で あら れる 。 あ な た 方 が (以前 の 罪 か ら 悔 悟 し 、 誤 っ た 状況 を ) 
正 そ うと し て いる の な ら 、 実 に か れ (アッ ラー) は か れ へ と 立ち 返る 者 た ち 
に 落し 深い お 方 で あら れる 。, (クル アー ン 17 : 23 一 25) 

















りー ニア アダ ドッ ジー・ プ シュ マス ウー ド ( 徐 ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) 1 言 
いま し た : 「 私 は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) に こう 尋ね 
まし た :" アッ ラー が 最も 愛 で ら れる 行為 と 何で し ょ う ?" (預言 き 者 は ) 言 
いま し た :" 規定 時 間 に サ テー (礼拝 ) する こと で ある 。" (私 は ) 言い ま 
し た : " その 次 は ?" (預言 者 は ) 言い まし た :" 親孝行 だ 。" (私 は ) 言 
いま し た : " その 次 は ?*' (預言 者 は ) 言い まし た :" アッ ラー の 道 に お い 
て 努力 奮 開 する こと で ある 。"」 (アル ニブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 
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@ 両親 と 良い 関係 を 保つ の こと の 徳 : 











アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 あ る 男 
が 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に や っ て 来 て 、 言 い 
まし た :" アッ ラー の 使徒 よ 、 私 が 最も 良い 関係 を 保つ べき 人 は 誰 で し ょ う 
か ?" (預言 者 は ) 言い まし た :" 母親 だ 。" ( 男 は ) 言い まし た :" その 
次 は ?" 

( 頂 言 者 は ) 言い まし た :" 母親 だ 。” ( 男 は ) 言い まし た :” その 次 は ? 

(預言 者 は ) 言い まし た :" 母親 だ 。' ( 男 は ) 言い まし た : " その 次 は 












































2 
(預言 者 は ) 言い まし た :* 母親 だ 。 それ か ら 父 親 だ 。" 」 (アル テ プ ブ ハ ー 
リー と ムスリム の 伝承 ”) 


@ 近親 と の 良い 関係 の 徳 : 














アナ ス ・ プ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア 
時 の に 所 の に PP に ドロ の の ま 書 WV また 。 | 学 め 
糧 が 増加 し 、 い つま で も 人 誉れ 高く あり た いと 思う 者 は 、 良 い 近 親 関係 を 保つ 
の だ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 
































| サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (527) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (85) 。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5971) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2548 ) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 

) サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5986) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2557) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 親 類 関 係 (Ar Rahim 
) と は 、 慈 悲 深 い お 方 (Ar Rahman) (の 御名 ) か ら 派 生 し て いる の だ 。 ゆえ 
に アッ ラー は 仰 ら れる :" 親族 関係 を よく 保つ 者 に は 、 わ れ が 彼 と われ (の 
絆 ) を よく 保っ て や ろう 。 そ し て それ を 断つ 者 に は 、 わ れ が 彼 と われ (の 絆 
) を 断っ て や ろう 。′ 」 (アル ミ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 





















































3 ニー グン ドッ ラー ブン ・ ア ムル (彼ら に アッラー の ご 清 悦 あれ ) に よれ 
ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ( 真 に 
) 近親 と の 良い 関係 を 保つ 者 と いう の は 、 自 分 が され た こと に 対し て 報い る 
者 の こと を 言う の で は な い 。 そ の 関係 が 途絶 えた 時 に 、 そ れ を つなぎ と め る 
の な 者 の ご と を 言う の だ 。 」 (アル 三 グ カー リー の 信 隊 () 























@ 子供 と の 良い 関係 を 築き 、 ま た 彼ら に 良い 教育 を 施す こと の 徳 














1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 娘 2 人 を 
連れ た 1 人 の 女性 が 私 の も と に や っ て 来 て 、 私 に (施し も の を ) 請 い まし た 
。 私 の 手元 人 0 彼女 は 
それ を 半分 割っ て 2 人 の 娘 に 分 け 与 えま し た 。 そ し て 立ち 上 が る と 、 去 っ て 
間 和 0 の ビクン の 
計 の 6 ky まじ な と 宅 れ ら 娘 
た ちの 面倒 を 見 、 和 善行 を 施す 者 は 、 彼 女 た ち に よっ て 地獄 か ら 守 られ よ 2 う 。 
光ら 
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2 一 ウサ ー マ ・ ブ ン ・ ザ イド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 
アッラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 を 抱い て 、 そ の 
足 の 上 に 座ら せ た も の で す 。 そ し て も う 廊 方 の 足 の 上 に は アル テハ サン を 座 
ら 、 私 た ち 2 人 を 抱き か の みて こう 言っ た も の で すい デッラ ー よ 、 この 2》 
人 に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 私 は 彼ら を 慈 し ん で いる の で すか ら 。”」 ( ア 
ル テ ブ ハー リー の 伝承 7) 





























@ 孤児 の 面倒 を 見 る 者 の 徳 : 














アブ ー・ の 示し た * アッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 私 と 孤児 
の 後見 人 は 、 天 国 で この よう (な 関係 ) で ある 。 EC 守 い 邊 た 
も っ て 示し まし た が 、 そ の 間 に は 僅か な 間隔 が あり まし た 。」 (アル テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 









































@ 両親 の 友人 と 良い 関係 を 保つ こと の 徳 : 





* サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ ブ ハ ー リ ー (5988) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2554) 。 文 章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5991) 。 


6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5995) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2629) 。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
) サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6003) 。 
! サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ プ ブ ハ ー リ ー (6304) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2983) 。 文吾 は アル ニブ ハー リー の も の 。 














イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き ま 
し た :" 善行 の 内 で も 最たる も の は 、 亡 く な っ た 父親 の 友人 た ちと 良い 関係 
を 保つ こと で ある 。" 」 (ムスリム の 伝承 ") 



































栓 や も め や 恵 まれ な い 境 過 に ある 者 に 進ん で 手 を 差し 伸 べ る こと 
の 徳 : 














アブ ー・ フ ブフ ラ イラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " や も め や 恵 まれ な 
い 境 遇 に ある 者 に 進ん で 手 を 差し 伸 べ る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 奮闘 す 
2 に に の 2 こ PU も ま SP 旬 の この 
断食 ) する 者 の よう で ある 。"′」 (アル = テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 『) 


























@ 娘 た ちの 教育 の 徳 : 

















デ ナ ズ * ャ プシ マー リツ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まじ た 1 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 2 人 
の 女児 を 成熟 する まで 面倒 を 見 る 者 は 、 審 判 の 日 に 私 と 共に (こう し て ) や 
っ て 来る で あろ う 。" (そう 言っ て 預言 者 は 両手 の ) 指 を 組み 合わ せま し た 
> (ゆい り の の 令 示 9 












































@ 隣人 と 良い 関係 を 築く こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た :・ 
そし て アッ ラー を 上代 拝 し 、 か れ と 共に 何 も の を も 配 し て は な ら な い 。 そ し て 
両親 と 近親 と 孤児 、 恵 まれ な い 境 遇 に ある 者 た ち 、 ま た 近い 隣人 に も 遠い 隣 
人 に も ゃ 善行 を 施す の だ 。, (クル アー ン 4 : 36) 





























Na 
アデ アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 も し か する と 遺産 相続 ま 
で させ る の で は 、 と 私 が 主 る ほど に 1 の ジリ の 
へ の 芋 行 を 命じ 続け る 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 
































3 一 アブ ー・ シ ュ ラ イフ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 
(後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 2 
Ce (の の よ ボ の な 者 ば) 信 作 で AA デ ッ シ ジー に かけ で 、 (で の よう な 
者 は ) 信仰 し て いな い 。 ア デッラ ー に か け て 、 (その よう な 者 は ) 信仰 し て い 



























































な い 。" ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : "一体 誰 の こと で すか 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 よ 。" (預言 者 は ) 言い まし た : " その 隣人 が 、 そ の 害悪 ゆえ に 安心 出来 
な いよ うな 者 の こと だ 。"′ 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 け ) 





9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2552) 。 


HH サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (53539) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2982) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (92631) 。 
! サ ヒ ー フ ・ ア ルー ニブ プ ハ ー リ ー (⑯014) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ サム (2624) 。 文章 は アル ニー プ ハ ー リ ー の も の 。 


3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6016) 。 
3 


























アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラ 

に 08 2 らら いま し た : !" 自 に 人 ず する こと を 同 圭 に も 

欲す る よう に な ら な けれ ば 、 本 当 に 信仰 し た こと に は な ら な い 。" ある い は 

こう 言い まし た :*" 自ら に 欲す る こと を 隣人 に も 欲す る よう に な ら な けれ ば 
・” 」 (アル デブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 











⑯ 人 を 慈しむ こと の 和徳 : 














ジャ リー ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラ MR 

る 言い まし 

5 た 導 問 し まがい 者 し ほ 。 ゲッ アー 0 の の 
の 9 『、 MK デ 光 グー リー と バム ム の 依 承 め の 























@ ムスリム に 害 を 及ぼ さ な い 限り 、 シル ク " の 徒 の 近親 者 に 善行 
を 施す こと の 徳 : 


の の タダ ジー こり られ まし た だ 5 > 
アッ ラー は 宗教 ゆえ に あな た 方 に 戦い を 仕掛 けた り 、 あ な た 方 を 家 か ら 追 い 
出し た り し な か っ た よう な 者 た ち に 対し て 、 あ な た 方 が 善行 を 施し た り 公 正 
に 接し た りす る こと を 禁じ られ て は いな い 。 実 に アッ ラー は 公正 な 者 を 愛 で 
られ る の だ 。, (クル アー ン 60 : 8) 

















2 一 アス マー ゥ ・ ビ ント ・ ア ビー・ バ クル (彼女 ら に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ 
) の 時 代 に 、 シ ルク の 徒 だ っ た 私 の 母親 が 私 の も と を 訪れ まし た 。 そ れ で 私 
は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) に (彼女 と どう 接 
する べき か ) 相談 し まし た 。 私 は 言い まし た :" 私 の 母親 が 私 の 孝行 を 求め 
て や っ て 来 た の で す が 、 私 は 彼女 に よく し て や る べき で し ょ うか ?* ( 李 言 
者 は ) 言い まし た : " ああ 。 お 母さん に 良く し て や りな さい 。" 」 (アル = テ 
プ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 
















































































秦 信仰 者 た ち を 慈しみ 、 同 情 す る こと の 和徳 : 














アン テ ヌ ッ マー ン ・ ブ ン ・ バ シー ル (彼ら ちら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い 
まし た :" 信仰 者 た ち が 互 い に 慈 し み 合 い 、 愛 し 合い 、 同 情 し 合う の は 、 ま 
る で 1 つの 体 の よう で ある 。 体 の ある 部 分 が 痛み を 訴え れ ば 、 他 の 部 分 が 不眠 
と 熱 に 置 さ れ な が ら 、 彼 の (看病 の ) た め に 寄り 集まっ て 来る の だ 。′ 」 ( 
テル ー プ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 












































@ 女性 や 小間 使い た ちと 品 徳 を も っ て 接し 方 を する こと の 条 : 








4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (13) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (45) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7376) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2319) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
8 訳者 注 : 詳 し く は 「 第 1 章 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン - 5. シル ク 」 の 章 を 参照 の こと 。 

リ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2620) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1003) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6011) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2586) 。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
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アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :* 女性 に 関 
する 上 忠告 を 聴く の だ : 女性 は 助 朋 か ら 創 られ た の で あり 、 助 朋 の 中 で も 最も 
湾曲 が 激しい の は 最上 部 の それ で ある 。 そ れ で あな た 方 が それ を 真っ 直ぐ に 
し よう と ずれ ば 、 それ は 折れ て し まう こと で あろ う 。 だ が ら と 言っ つて それ を 
放っ て お け ば 、 そ れ は 湾曲 し た まま で あろ う 。 ゆ え に 女 性 に 関す る 忠告 を 聴 
く の だ 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 






























































@ よき 統治 と よき 親交 の 徳 : 














1 デニ デ ジ ド ッ ラ クラー ジン シャ ウマ ( 矯 ら に デッラ ー の こ ご 滴 憶 あ れ ) は 言 1) 
まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こ 
う 言 う の を 聞き まし た : " あな た 方 は 皆 指導 者 で ある 。 そ し て あな た 方 は 皆 
、 そ の 指導 下 に ある 者 た ち に 対し て 資 任 が ある 。 (組織 や 集団 の ) 長 は その 
民 に 対し て 責任 が あり 、 ま た 男 は 家庭 の 中 に お ける 指導 者 で あり 、 家 族 に 対 
2 時 者 で あり 、 彼 女 の 管理 下 に 
ある 者 た ち に 対し て 責任 を 持つ 。 PND の 2 者 で あり 
、 彼 も また その 管理 下 に ある も の に 対し て 責任 を 持つ の だ 。'′ 」 (アル = テ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 











































































































ーママ アキ ルー ダシ ャ ヤ サ ー ル ( 彼 に アッ テー の ご 清 民 あれ) は 言い まし 
人 
う の を 聞き まし た :" アッ ラー か ら そ の 面倒 を 任 さ れ た 者 た ち に 対し て 不正 
を 働き 、 そ の (状態 の ) まま 死ん だ し も べ で に は 、 ア デッラ ー が 天国 を 禁じ られ 
る で あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 























乾 ムスリム と 良い 関係 を 築き 、 彼 ら の 用 事 を 手伝い 、 そ の 苦悩 を 
和らげ 、 そ の 過ち を 秘密 に し て お いて や る こと の 衝 : 














1 一 アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ 
ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は こう 言い まし 
た : 「 ム スリ ム 同 士 は 兄弟 で あり 、 互 い に 不 正 を 働き 合っ た り 、 見 捨て た り 
し な い 。 そ し て 同胞 の 必用 事 に 携わる 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 の 必要 事 に 携 わ ら 
れる で あろ う 。 ま た ムスリム の 苦悩 を 1 つ 和 ら げ て や る 者 は 、 ア ッ ラ ー が 審判 
の 日 の 彼 の 苦悩 を 1 つ 和 ら げ て 下さ る で あろ う 。 そ し て (現世 で ) ムスリム ( 
の 過ち ) を か くま っ て や る 者 は 、 ア ッ ラ テー が 審判 の 日 に 彼 の こと を か くま っ 
て 下さ る で あろ う 。」 (アル ミ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 人) 










































































2 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア デル ニ テ フ ド ッ ゥ リー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
は 言い まし た : 「 私 た ち が 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 
共に 旅路 に ある 時 、 ラ クダ に 乗っ た 1 人 の 男 が や っ て 来 ま し た 。 そ し て ( 男 は 
物欲 し そう に ) 左右 を 眺め 回 し まし た 。 そ こ で アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " (乗る た め の ) ラク ダ を 余計 に 
持っ て いる 者 は 、 持 っ て いな い 者 に 与え て や る の だ 。 そ し て 蓄え に 余裕 が あ 















































9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3331) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1468) 。 文章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (893) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1829) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7150) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (142) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (92442) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2580) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
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る 者 は 、 な い 者 に 与え て や る の だ 。 こ うし て (アッ ラー の 使徒 は ) 様々 な 財 
の 名 を (同じ よう に し て ) 挙げ 続け た の で 、 私 た ち は ま る で 自分 た ち が 所 有 
する 剰余 物 に お いて 、 他 人 に 対す る いか な る 権利 も 有 し て いな いか の よう に 
感じ た も の で す 。" 」 (ムスリム の 伝承 “) 














ぞ サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 1728) 。 


